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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに   
近年、岩盤斜面の災害を防止するために、全国で道路防災点検が実施され危険度の高い斜面から順次様々な

対策工が施されてきた。中でも、激しい振動を伴う対策工法が採用できない箇所や、観光地の風光明媚な箇所

については岩盤接着工が多く採用されている。しかし、既存の技術では岩盤内部の亀裂状況を容易に把握でき

ないため、岩盤接着工における注入材の充填性に問題が残り、信頼性の低い工法として評価されている。弊社

では、新しく開発された高周波を用いた非破壊探査システム 1）を使用し岩盤接着工の充填確認探査の実験を

行った。実際の岩盤において幾つかの亀裂を対象に探査を行ったところ良好な結果を得ることができた。本文

は、これらの結果について報告するものである。 
2.2.2.2.    探査概要探査概要探査概要探査概要 
本システムは、受振センサー（直径φ10㎜，高さ 40㎜）を対象物の表面にワックス等で固定しハンマー（重
量 225g，375g）で打撃して反射波を描かせるものである。まず、岩盤から大きく剥離し注入を施す亀裂の中
で特に危険度が高く重要と考えられる 2箇所（NO.1、NO.2）を対象とした。接着施工前に探査し亀裂の位置
を把握しておく、次に接着施工後に同位置にて再探査し検出された波形図の比較により注入材の充填の確認を

行った。 
3.3.3.3.    探査結果探査結果探査結果探査結果    
図図図図----1111,図図図図----2222のように対象とする亀裂の把握の為、岩

盤表面に角度(NO.1:45°,NO.2:85°)をつけ探査を
行った。 
図図図図----3333～図図図図----6666 はそれぞれの測点における岩盤接着

工の施工前と施工後に検出された波形である。 
表表表表----1111に測点の諸元と探査結果を示す。表から分か

るように、実測値との誤差は 1.5％以内であるため
目視にて確認できる亀裂に相当する反射波を得て

いることがわかる。又、施工前の検出波形からは亀

裂位置以上の深度からの反射波は得られず、その先

までは弾性波が伝わらないと判断し完全に切れて

いると考えられる。 
尚、以下の諸図に示す反射波の波形において、縦

軸は電圧（mV）、横軸は走行時間（ms=10-3sec）で
ある。 

 
キーワード：非破壊探査，弾性波速度，反射波 
連絡先：〒531-0075 大阪市北区大淀南 1-4-15 TEL：06-6453-1229 FAX：06-6453-5710 

 

亀裂 

                                                        岩盤 

    
2.70ｍ 

                                                                NO.1 

 

図図図図----1111    測点 NO.1岩盤縦断図 

 

岩盤 

亀裂   

    
1.80ｍ 

NO.2 

    
図図図図----2222 測点 NO.2岩盤縦断図 
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図図図図----3333,図図図図----5555の検出波形からはそれぞれの測点にお 
いて亀裂の位置を明確に読み取っている。 
測点NO.1については、岩盤表面から反射波まで
の走行時間は⊿ s1=1.37ms で弾性波速度を
3800m/s と仮定し求めると亀裂までの距離が
2.74m と計算される。実測が 2.70m であることか
ら高い精度で検知していることが分かる。 
同様に、測点 NO.2については岩盤表面から反射
波までの走行時間は⊿s2=0.89ms で弾性波速度
3800m/sから 1.78mと計算され、NO.2においても
高い精度が伺る。                                                                                             

 図図図図----4444,図図図図----6666 は接着施工後に同測点を探査し検出さ
れた波形である。図図図図----3333,図図図図----5555と比較して分かるように
接着施工前に確認された亀裂からの反射波が検出

されていない結果となった。 
 以上の結果から、施工前に確認された亀裂内部に

注入材が充填され上下の岩塊が一体化されたこと

が推測される。又、施工後は反射波が得られず、元々

健全な基岩が続いていたか、もしくは他の亀裂にも

注入材が充填されたことが考えられ、探査のレンジ

から 7.00ｍ以内は亀裂のない健全な岩盤となった
ことが推定され安全性を確認することができた。 
4.4.4.4.    終わりに終わりに終わりに終わりに    
 比較的大きな亀裂を対象としたが、良好な結果が

得られ、本探査技術の適用が可能であった。 
接着工の施工では、亀裂内部には接着を阻害する

不純物等を含んでいることが多い為、充填と接着強

度の関係や、ボーリング調査との比較など、今後さ

らに実験等の検証が必要であると考える。    
表表表表----1111 探査結果一覧表 

 測点 NO. 
探査方向 
（°） 

亀裂までの実測 
（m） 

反射波の走時 
（ms） 

反射波までの距離 
（m） 

実測値との誤差 
（％） 

NO.1 45 2.70 1.37 2.74 1.5 
施工前 

NO.2 85 1.80 0.89 1.78 1.1 
NO.1 45 2.70 － － － 

施工後 
NO.2 85 1.80 － － － 
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図図図図----3333 NO.1施工前検出波形    

2.74m付近 

 
図図図図----4444 NO.1施工後検出波形    

1.78m(0.89ms) 

 
図図図図----5555 NO.2施工前検出波形 

1.78m付近 

 
図図図図----6666 NO.2施工後検出波形 
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